１　会社概要　（１枚以内）
	社名・屋号
	
	創業年
	■■年

	所在地
	
	資本金
	■■千円

	代表者名
	（代表就任■■年目）
	業種
（コード）
	■■業（　　　　　　　）

	従業員（代表を含む）
	■■名（うち常勤役員■名、従業員■名、パート■名）
	関係会社
	■■、■■

	＜直近３カ年の実績について　　単位：千円＞

	決算期
	■年■月期（直近２期前）
	■年■月期（直近１期前）
	■年■月期（直近期）

	P/L
	売上高
	■■■千円
	■■■千円
	■■■千円

	
	営業利益
	千円
	千円
	千円

	
	経常利益
	千円
	千円
	千円

	BS
	純資産合計
	千円
	千円
	千円

	売上構成
	売上の内容
	比率（％）
	特　徴

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	主要
販売先
	相　手　先
	比率（％）
	内　容

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	主要
仕入先
	相　手　先
	比率（％）
	内　容

	
	
	
	

	
	
	
	【記載事項】本様式を作成する前に以下確認のうえ、この図を削除してから作成してください。
●＜現状＞について
・記載例で示している３行のみで結構です。
●＜課題＞について
・新しい取組が自社の課題を解決する為の取組みである場合は、解決したい自社の経営上の課題について記載してください。
・新しい取組が自社の価値を創造する為の取組みである場合は、その取組みを行うにあたっての機会（ビジネスチャンス）等について記載しください。


	
	
	
	

	既存事業の現状と課題
（経営革新計画に即したもの）
	＜現状＞
・　当社は●●年創業の●●業を営んでいる。
・　主たる商品（サービス）は●●で、売上は●●千円である。
・　主な取引先（主要な販路）は●●、●●等である。

＜課題＞




２　既存事業と新しい取組との比較（２枚以内）
※　説明の為に画像等を使用する場合、画像等は別葉に添付することも可能（任意様式）
※　「研究開発」の場合は、単なる研究開発ではなく、その成果をどう事業に活かすか（製品化、サービス化など）を、　
下記の類型に当てはめて具体的に記載すること。
	＜経営革新計画のテーマ＞


	
	既存事業
	新しい取組

	商品・サービス

(類型の１・２に該当)
	※類型に関わらず記載必須













	※類型１・２の場合にのみ記載してください










	商品の生産・販売方式や
サービスの提供方法

（類型の３・４に該当）

	※類型に関わらず記載必須【記載事項】本様式を作成する前に以下確認のうえ、この図を削除してから作成してください。

●この様式は、既存事業と新しい取組についてとを比較しながら、概要を把握する為のものです。箇条書きや簡潔な文章で、わかりやすく伝わるように記載してください。
●複数の商品等を展開している場合は、１枚目の「売上構成」を参考に、主要な事業について２～３程記載してください。
●画像等を入れても結構です。
●記載必須の部分は必ず記載してください。
また、比較の為の様式なので、左右の項目の並びは崩さないでください。













	※類型３・４の場合にのみ記載してください









	必要な資格・認可等※必要なものがなければ記載不要
	




	




	市場・顧客
※自社における、既存事業及び新しい取組に係る市場・顧客を記載
	※類型に関わらず記載必須










	※類型に関わらず記載必須











３　新しい取組について（※各２枚以内）
　※類型１・２又は３・４のいずれかのみの場合は、該当する方のみを作成してください。
	[bookmark: _Hlk205987466]「新商品」・「新サービス」の開発（類型１・２の場合に作成してください）

	＜新商品・新サービスの具体的な内容＞
【記載事項】本様式を作成する前に以下確認のうえ、この図を削除してから作成してください。

●新商品・新サービスについて、「何を」「誰に」「どのように」展開することで、自社の経営の向上を図り、計画目標の売上達成を目指すという流れを意識しながら、見出しや箇条書きなどを組み合わせて、わかりやすく記載してください。
１　何を（新商品・新サービスの具体的な内容・提供方法）
２　誰に（新商品・新サービスの具体的なターゲット、ニーズ）
※「全国的」「世界的」という抽象的なものではなく、自社が狙っていく市場や顧客のニーズについて
記載してください
３　どのように（新商品・新サービスのターゲットにアプローチする販路開拓・営業方法の具体的な取組内容）
●新商品・新サービスについて、テスト販売等を行った実績があればその実績についても記載してください。
●新商品・新サービスについて、適宜、画像や説明図等を入れてわかりやすくしてください。※様式の枚数制限を超える場合は、文中では「（画像１を参照）」のように記載し、別途任意様式にて画像や説明図だけの資料を添付していただくことも可能です。



＜新商品・新サービスにおける強み・優位性＞【記載事項】本様式を作成する前に以下確認のうえ、この図を削除してから作成してください。

●新商品・新サービスについて、同業他社と比較した場合の自社の強みとなる点（独自性、新規性、優位性、差別化要素、自社独自のノウハウなど）について、わかりやすく記載してください。
例）自社の技術力・ノウハウや既存設備を活かせることでの実現可能性の高さ
　　同業他社や地域内でも導入事例が少ないことによる先行者利益
自社の特許技術等の権利を活かした同業者に対する参入障壁の高さ
新しい取組が自社の経営の向上にもたらす効果　　　　　　　　　　　　　など








	商品の「新たな生産・販売方法」、サービスの「新たな提供方法」（類型３・４の場合に作成してください）

	＜新たな生産・販売方法、新たな提供方法の具体的な内容＞
【記載事項】本様式を作成する前に以下確認のうえ、この図を削除してから作成してください。

●新しい取組について、「何を」「誰に」「どのように」展開することで、自社の経営の向上を図り、計画目標の売上達成を目指すという流れを意識しながら、見出しや箇条書きなどを組み合わせて、わかりやすく記載してください。
１　何を（新しい取組の具体的な内容・提供方法、従来の方法との違いやその効果）
　　※従来の方法との違いについて、数値で比較できる場合は数値も示してください。
２　誰に（新しい取組の具体的なターゲット、ニーズ）
※「全国的」「世界的」という抽象的なものではなく、自社が狙っていく市場や顧客のニーズについて
記載してください
３　どのように（新しい取組についてのターゲットに対する販路開拓・営業方法の具体的な取組内容）
●新しい取組について、適宜、画像や説明図等を入れてわかりやすくしてください。※様式の枚数制限を超える場合は、文中では「（画像１を参照）」のように記載し、別途任意様式にて画像や説明図だけの資料を添付していただくことも可能です。




＜新たな生産・販売方法等の導入における強み・優位性＞【記載事項】本様式を作成する前に以下確認のうえ、この図を削除してから作成してください。

●新しい取組について、同業他社と比較した場合の自社の強みとなる点（独自性、新規性、優位性、差別化要素、自社独自のノウハウなど）について、わかりやすく記載してください。
例）自社の技術力・ノウハウや既存設備を活かせることでの実現可能性の高さ
　　同業他社や地域内でも導入事例が少ないことによる先行者利益
自社の特許技術等の権利を活かした同業者に対する参入障壁の高さ
新しい取組が自社の経営の向上にもたらす効果　　　　　　　　　　　　　など












＜参考のみ　※本ページは提出不要です。＞
本様式からExcelの計画様式への反映箇所について
[image: グラフィカル ユーザー インターフェイス, アプリケーション, テーブル

AI 生成コンテンツは誤りを含む可能性があります。]「３　新しい取組について」の内容に沿って記載
本様式の「１　会社概要」の内容に沿って記載

image1.png
B SRR CH NS T
LGz, AR A SLAATRRETS8E
emcoz,

FWEE OOTE 3
Ax® 2 000%A 2AES

HBOHH (BN T 5A—H—LIRFE.

wEREBORY BEEEORR
FEOHRLL SREETLANEN | BERNHEOT <
s, FRHORRESH LI 7@ s KOME LR

1. FMBOMERGEE

2. FREOMERGESE

3. BAOF:LEERGEAONRL
oBA

4. BEOWLGRRORROBA

5. EHET SRRRMRRUEOR
2onm LAMTERETSREUABREZASD

5 TORONLLFRED SRERESIREL TG,

HEMMXGHEENE. % A
WEMEEM . = A ~ % A

T SHORRERERE T

it OOFIZRILESRTHY, SHETEAEOTHIELLT, 2T527 5 I HATH
DUES A VBIMIRE > T 21, BEORREREHTIS LB TE, RRIAECE
Hah] HEOURENRADG GTETLG,

2. BEEFORGHAE (EERRLOWLA. BERBCHTHQAIIH)

RETOB to B TORREGIIC. ThETESLRFLBN TRECAELELBRERL, 3
22— TEHOFETRIETOLELFEBAADUERARREHEL TL\5. HAE. OOF.
DA FADEE, ERER. 47547 z—VIOLTHRHEMEL TS, 5 FRISE, <
OEFETORETENAT IDROREEHEL TLS.

EoRtoERE HERTHORANUE (o)
e B owGe ERBmETE
TrERR
A% A~ = B GEEm =)
T[-XEEU
et |
B BRAMO R 5 L REAERE
— A0 BEMBORRLE S

BEBOBUSERALTUE R,





